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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
に
対
し

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

昨
年
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
元
年
と
し
て
、
イ

か
ら
の
復
旧
・
復
興
元
年
と
し
て
、
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
や
生
活
再
建
場
所
あ
る

ン
フ
ラ
の
復
旧
や
生
活
再
建
場
所
あ
る

い
は
学
校
再
編
の
検
討
が
進
み
、
少
し

い
は
学
校
再
編
の
検
討
が
進
み
、
少
し

づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
に
向
け
て

づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
に
向
け
て

進
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

進
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

国
道
２
１
９
号
が
大
野
大
橋
を
経
由
し

国
道
２
１
９
号
が
大
野
大
橋
を
経
由
し

て
芦
北
か
ら
人
吉
ま
で
通
行
で
き
る
よ

て
芦
北
か
ら
人
吉
ま
で
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
村
、
県
道
で
も
復
旧
が
進

う
に
な
り
、
村
、
県
道
で
も
復
旧
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
公
営
住

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
公
営
住

宅
に
つ
い
て
は
、
運
動
公
園
敷
地
内
や

宅
に
つ
い
て
は
、
運
動
公
園
敷
地
内
や

一
勝
地
永
崎
団
地
横
に
建
設
す
る
計
画

一
勝
地
永
崎
団
地
横
に
建
設
す
る
計
画

が
進
み
、
渡
小
学
校
も
球
磨
中
学
校
敷

が
進
み
、
渡
小
学
校
も
球
磨
中
学
校
敷

地
の
仮
設
住
宅
に
移
り
、
新
年
か
ら
は

地
の
仮
設
住
宅
に
移
り
、
新
年
か
ら
は

学
習
環
境
の
整
っ
た
場
所
で
学
習
が
出

学
習
環
境
の
整
っ
た
場
所
で
学
習
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
か
ら
球
磨
川
水

し
か
し
な
が
ら
、
国
か
ら
球
磨
川
水

系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ

系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ

た
も
の
の
、
長
期
的
に
か
か
る
計
画
も

た
も
の
の
、
長
期
的
に
か
か
る
計
画
も

あ
り
、
生
活
再
建
の
場
所
を
決
め
か
ね

あ
り
、
生
活
再
建
の
場
所
を
決
め
か
ね

て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
、
具
体
的
な
説

て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
、
具
体
的
な
説

明
や
対
応
が
迫
ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し

明
や
対
応
が
迫
ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し

ま
し
て
も
、
国
、
県
へ
復
旧
・
復
興
が

ま
し
て
も
、
国
、
県
へ
復
旧
・
復
興
が

早
期
に
そ
し
て
出
来
る
限
り
村
民
が
希

早
期
に
そ
し
て
出
来
る
限
り
村
民
が
希

望
さ
れ
る
復
興
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う

望
さ
れ
る
復
興
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
復
興
途
中
の
な

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
復
興
途
中
の
な

か
、
全
国
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

か
、
全
国
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
予
防
の

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
予
防
の

徹
底
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
徐
々
に

徹
底
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
徐
々
に

減
っ
て
き
た
も
の
の
、
新
た
に
形
を
変

減
っ
て
き
た
も
の
の
、
新
た
に
形
を
変

え
、
第
６
波
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
広

え
、
第
６
波
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
広

が
り
も
予
想
さ
れ
、
地
域
経
済
や
社
会

が
り
も
予
想
さ
れ
、
地
域
経
済
や
社
会

活
動
、
学
校
活
動
へ
も
影
響
が
及
ぶ
こ

活
動
、
学
校
活
動
へ
も
影
響
が
及
ぶ
こ

と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に
復
興
事
業

と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に
復
興
事
業

へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
態
と

へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
態
と

な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
、
徹
底
し
た

な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
、
徹
底
し
た

感
染
予
防
対
策
を
お
願
い
し
、
前
の
生

感
染
予
防
対
策
を
お
願
い
し
、
前
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
は
、
復
旧
・
復
興
を
更
に
推

令
和
４
年
は
、
復
旧
・
復
興
を
更
に
推

し
進
め
る
年
で
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年

し
進
め
る
年
で
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年

７
月
豪
雨
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

７
月
豪
雨
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

一
遍
さ
せ
ま
し
た
が
、
全
て
が
無
く
な
っ

一
遍
さ
せ
ま
し
た
が
、
全
て
が
無
く
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

の
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
や
心
の
傷
を

の
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
や
心
の
傷
を

癒
す
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

癒
す
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
復
旧
や
復
興

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
復
旧
や
復
興

に
進
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

に
進
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
の
生
活
再
建
が
少
し
で
も
前
に
進

皆
様
の
生
活
再
建
が
少
し
で
も
前
に
進

め
る
よ
う
、
そ
し
て
、
村
全
体
の
生
活

め
る
よ
う
、
そ
し
て
、
村
全
体
の
生
活

が
少
し
で
も
被
災
前
に
戻
れ
る
よ
う
、
議

が
少
し
で
も
被
災
前
に
戻
れ
る
よ
う
、
議

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
力
強
い
ご

す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
力
強
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

す
と
共
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
実
り
あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

年
が
実
り
あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

年
頭
に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
吉
日

令
和
４
年
１
月
吉
日

球
磨
村
議
会
議
長　

多　

武　

義　

治

球
磨
村
議
会
議
長　

多　

武　

義　

治
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12 月
定例会

山
口
塚
の
丸
居
住
エ
リ
ア
の
宅
地
造
成
地
購
入
費
を
補
正

　

第
11
回
定
例
会
が
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
９
月
以
降
の
諸
般
の
報
告
、

例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、
一
部
事
務

組
合
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１

件
、
財
産
の
無
償
譲
渡
１
件
、
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
１
件
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
と
３
日
目
は
一
般
質
問
が
行

わ
れ
８
名
の
議
員
が
通
告
書
に
基
づ
き

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
上
程
さ
れ
た
議
案
を
審

議
し
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

球
磨
中
学
校
技
術
室
棟
新
築
工
事
の
契

約
額
を
１
４
４
万
９
千
８
３
９
円
増
額

○
財
産
の
無
償
譲
渡

　

大
瀬
公
民
館
の
土
地
建
物
を
大
瀬
地

区
に
譲
渡

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
見
直

し
に
よ
る
条
例
改
正

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
及
び
災
害
復
興
基

金
の
積
立
額
を
歳
入
に
合
わ
せ
て
増
額
。

山
口
居
住
エ
リ
ア
の
宅
地
造
成
の
た
め

の
宅
地
購
入
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
事
業
所
を
支

援
す
る
持
続
化
給
付
金
、
村
税
の
事
項

超
過
納
付
還
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
、
一
勝
地
温
泉
施
設
配
管

敷
設
替
設
計
業
務
委
託
料
、
商
工
会
再

建
支
援
助
成
金
、
橋
梁
の
点
検
や
設
計

と
一
部
橋
梁
の
補
修
に
係
る
予
算
等

１
億
８
千
４
５
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
73
億
２
１
０
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

○
令
和
３
年
度
、
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
保
健
給

付
費
の
増
額
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
申
支
援
事
業
に
か

か
る
予
算
６
千
１
４
７
万
２
千
円
追
加

し
、
総
額
５
億
７
千
３
０
２
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

○
球
磨
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
と
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
は
当
初
予
算
額
を
下
回

る
見
込
に
よ
り
減
額
、
訪
問
介
護
等
の
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
入
居
者
の
増
加
に
伴
う
予

算
、
令
和
２
年
度
介
護
給
付
費
国
庫
負
担

金
の
確
定
に
伴
う
返
還
金
を
増
額
し
た
。

予
算
額
は
、
８
千
２
４
７
万
１
千
円
を

追
加
し
、
総
額
７
億
４
千
３
９
７
万
４
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

契
約

財
産

条
例

予
算
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令和３年度第８回一般会計補正予算の主な予算
　一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ、１億8,452万３千円を追加し、73億210万２千円となり
ました。補正予算の主な内容は２ページに掲載しています。
　なお、歳入については、普通交付税のほか、国、県の交付金やふるさと応援寄付金を増額してお
り、歳出予算の主な金額は次のとおりです。（補正予算の一部を掲載しています）

予算の費目等 金額（千円） 説明
総 務 費 積 立 金 25,000 ふるさと応援基金積立金

5,000 災害復興基金積立金
補 助 金 2,720 持続化給付金
公有財産購入費 15,273 土地購入費（山口塚の丸居住エリア宅地造成地）
委 託 料 8,000 小川舟戸地区避難路測量設計業務委託料

民 生 費 負 担 金 7,543 老人福祉施設措置費
6,365 療養給付費負担金

補 助 金 43,100 子育て世帯臨時特別給付金事業費補助金
農林水産業費 補 助 金 2,250 農業次世代人材投資事業給付金

委 託 料 3,014 一勝地温泉施設配管敷設替設計業務委託料
商 工 費 補 助 金 2,500 商工会再建支援助成金
教 育 費 工 事 請 負 費 1,740 渡小学校仮設校舎　屋根撤去等工事ほか
災 害 復 旧 費 補 助 金 4,100 小規模災害補助金

工 事 請 負 費 19,989 令和３年発生公共土木施設災害復旧工事

　

令
和
４
年
１
月
18
日
に
、
第
１
回
球

磨
村
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
契
約
１

件
、
条
例
１
件
、
予
算
１
件
を
審
議
し

可
決
し
ま
し
た
。

　

契
約
は
、
「
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た

か
お
と
」
の
解
体
工
事
に
か
か
る
も
の

で
、
契
約
金
額
６
，
０
１
７
万
円
で
有

限
会
社
和
田
商
会
が
落
札
下
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
条
例
に
つ
い
て
は
、
神
瀬
福

祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と
の
解
体
に
伴
う

関
係
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
と

な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
も
の
は
、
村
内
施
設
の
電
気
使
用

量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
光
熱
水
費
の

追
加
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
５
，
５
５
０
万
円
、
こ
の
特
別
給
付

金
支
払
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

１
３
８
万
６
千
円
の
追
加
。
渡
小
学
校

仮
設
校
舎
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
業

務
委
託
料
１
６
８
万
７
千
円
等
６
，

１
２
５
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
73
億
６
，
３
３
５
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

12 月定例会　議案等の審議結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

1 議 案 第 64 号 工事請負契約の変更について 原案可決
2 議 案 第 65 号 財産の無償譲渡について 原案可決
3 議 案 第 66 号 球磨村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
4 議 案 第 67 号 令和３年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決
5 議 案 第 68 号 令和３年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決
6 議 案 第 69 号 令和３年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決
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一般質問における発言の要旨一覧

質問者 質問の要旨 頁

田代　利一議員

１　復興について
　　・暮らしの再建について、学校の再建について
　　・福祉の充実と施設の再建について
　　・地域別の復興方針、復興まちづくり計画
２　消防の広域化について
３　稼げる農業について

6

東　純一　議員

１　仮設住宅入居期限
２　神瀬地区まちづくり計画
　　・現在において取り組み内容と今後の計画方向性
３　村内道路状況と冬場の迂回路対策

7

犬童　勝則議員

１　そなえ
　　・復興に向けたこれからの取組み
２　なりわい
　　・農業の再生と中山間事業
３　きずな
　　・文化財の被害と学校における防災教育

8

嶽本　孝司議員

１　宅地開発予定地
　　・山口、塚の丸の開発進捗状況
２　災害公営住宅
　　・建設内容（渡、一勝地）

9

板﨑　壽一議員

１　災害公営住宅の建設について
２　高校生の通学手段は
３　河床掘削について
４　国への陳情は
５　かわせみ会について

10

舟戸　治生議員

１　被災者の生活再建
　　・安全な宅地の確保
　　・災害公営住宅の整備
　　・被災者に寄りそう住まいの再建支援
　　・豪雨災害の被災者に係る就職
　　・豪雨災害・教育現場での対応
２　災害に強いむらづくりに向けた復旧と備え

11

小川　俊治議員

１　球磨川流域治水
　　・球磨川流域の治水対策について村長としての所見
２　村民の足としての公共交通
　　・ＪＲ肥薩線の再開の見通しと代替え施策としての考え

12

髙澤　康成議員

１　球磨村復興計画
　　・住民アンケートについて
　　・人口減少歯止め策
　　・基本目標について
　　・執行部と議会の関係性
２　特色ある村づくり

13



田 代  利 一  議員

一 般 質 問

ど
の
事
業
が
創
造
的
復
興
な
の
か
、
具
体
例
は

暮
ら
し
の
再
建
が
最
優
先
課
題

答
　
　
　
　
　

暮
ら
し
の
再
建
・
学
校
の

再
建
・
福
祉
の
充
実
と
施
設
の
再
建
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

松
谷
村
長　

暮
ら
し
の
再
建
は
最
優
先

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
村
で
は

住
ま
い
再
建
策
と
し
て
、
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
と
宅
地
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
渡
地
区
は
、
運
動
公
園
遊
具
広
場
敷

地
内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
集
合

住
宅
60
戸
を
整
備
予
定
で
、
一
勝
地
地
区

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
限
定
せ
ず
、
ど

ち
ら
も
令
和
５
年
度
中
に
入
居
予
定
と
し

て
い
る
。
た
だ
、
神
瀬
地
区
は
現
段
階
で

は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

高
永
教
育
課
長　

先
般
学
校
の
再
建
に

つ
い
て
、
保
護
者
・
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
、
渡
小
学
校
単
独
再
建
が
８
％
、

小
学
校
統
合
が
33
％
、
小
中
学
校
統
合

が
50
％
と
あ
り
、
渡
小
学
校
単
独
再
建

が
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

森
教
育
長　

渡
小
学
校
が
大
き
な
被
災

を
受
け
現
地
で
の
復
旧
が
難
し
く
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
小
学
校
統
合
、
小
中
学
校

統
合
の
割
合
が
多
い
の
が
現
況
で
、
再

編
計
画
の
検
討
委
員
会
で
は
将
来
の
児

童
生
徒
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に
つ
い

て
論
議
を
頂
い
て
、
再
編
の
時
期
・
複

式
学
級
の
解
消
方
法
や
特
別
支
援
教
育

の
充
実
な
ど
学
校
教
育
環
境
全
体
を
検

討
中
で
あ
る
。

松
谷
村
長　

福
祉
の
充
実
と
施
設
の
再

建
は
千
寿
園
の
本
施
設
の
再
建
で
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
に
国
の
災
害
復
旧
事

業
補
助
金
を
活
用
し
、
災
害
公
営
住
宅

建
設
等
と
同
時
に
進
め
、
安
全
な
場
所

の
運
動
公
園
敷
地
内
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
案

は
渡
地
区
に
偏
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

渡
地
区
は
他
市
町
村
と
の

近
接
性
や
移
動
の
利
便
性
を
生
か
し
た

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
地
域
と
考
え
、

地
域
の
課
題
や
復
興
の
方
向
性
も
異
な

る
こ
と
か
ら
、
一
勝
地
・
神
瀬
・
三
ヶ
浦
・

高
沢
の
地
域
別
に
復
興
方
針
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
。
一
勝
地
は
公
共
施
設
を

中
心
と
し
た
地
域
、
神
瀬
は
森
林
環
境

を
生
か
し
、
三
ヶ
浦
は
棚
田
や
農
村
の

原
風
景
を
生
か
し
、
高
沢
地
区
は
山
里

の
歴
史
に
育
ま
れ
た
伝
統
や
文
化
を
守

る
等
、
復
旧
復
興
へ
向
け
た
取
組
方
針

を
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。

上
蔀
建
設
課
長　

災
害
時
に
孤
立
し
な

い
よ
う
に
林
道
網
と
連
携
し
て
、
避
難

路
と
な
る
道
路
網
の
整
備
に
取
り
組
み
、

林
道
川
島
線
・
岡
線
並
び
に
一
勝
地
高
沢

線
を
随
時
県
の
工
事
で
計
画
的
に
や
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

消
防
の
広
域
化
と
し
て
上
・

下
球
磨
消
防
組
合
の
合
併
は
で
き
な
い
か
。

松
谷
村
長　

近
年
大
規
模
自
然
災
害
が

発
生
し
消
防
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

消
防
の
広
域
化
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
上
球
磨
と
の
連
携
が
模
索
さ
れ

て
来
た
が
、
具
体
化
に
は
至
ら
ず
、
今

ま
さ
し
く
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
共
同
運

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　

家
庭
菜
園
で
、
年
金
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
に
な
る
軒
下
支
援
事
業
は

重
点
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
が
、
そ
の
執

行
状
況
は
。

犬
童
産
業
振
興
課
長　

軒
下
支
援
事
業

は
、
家
庭
菜
園
等
で
余
っ
た
果
樹
や
野

菜
を
集
荷
と
販
売
を
請
負
う
団
体
の
補

助
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度
の
販
売
は

甘
長
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
を
ホ
テ
ル
日
航

熊
本
や
県
内
物
産
館
へ
出
荷
し
て
い
る
。

今
、
村
内
の
農
業
者
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

一勝地地区の災害公営住宅建設予定地
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計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
住

民
は
説
明
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
の

多
く
は
、
治
水
対
策
完
了
後
の
話
で
あ

り
、
災
害
公
営
住
宅
も
、
宅
地
確
保
も

計
画
案
が
見
え
て
い
な
い
。
住
民
の
地

元
へ
の
思
い
、
気
持
ち
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
も
近
づ
い
て
い
る
。
地
域
に
向
け
て

今
後
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

防
災
拠
点
整
備
、
住
ま
い

の
確
保
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
一
日
も

早
い
地
区
の
再
建
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

村
内
の
道
路
状
況
は
、
全

面
通
行
止
め
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
、

か
な
り
遠
回
を
し
た
山
越
え
で
の
迂
回

路
通
行
を
余
儀
な
く
な
れ
て
い
る
。
標

高
の
高
い
迂
回
路
で
あ
り
、
積
雪
、
凍

結
も
十
分
予
想
さ
れ
る
が
、
緊
急
時
も

含
め
安
全
対
策
も
考
え
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

松
谷
村
長　

冬
場
で
の
山
越
え
に
な
る

迂
回
路
で
あ
り
、
積
雪
や
凍
結
の
対
策

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
通
行
す
る
工
事

業
者
へ
路
面
の
補
修
も
含
め
た
安
全
対

策
を
国
、
県
か
ら
も
要
請
し
て
い
る
。

積
雪
に
は
、
災
害
協
定
を
結
ん
だ
業
者

が
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　

仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
延

長
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
避
難
の
方
々

に
つ
い
て
は
、
復
旧
を
見
な
が
ら
と
い

う
こ
と
で
あ
る
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

現
在
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
や
、
道
の
復
旧
状
況
な
ど
把

握
し
て
い
る
段
階
で
、
そ
う
い
っ
た
も

の
を
加
味
し
な
が
ら
、
国
、
県
と
い
つ

ま
で
と
い
う
こ
と
を
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

仮
設
住
宅
施
設
を
再
利
用

す
る
再
建
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

建
設
型
仮
設
住

宅
※
は
、
順
次
集
約
し
、
そ
の
後
は
移

設
し
村
有
住
宅
と
し
て
活
用
の
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

神
瀬
中
心
部
は
、
す
り
鉢

状
の
地
形
に
な
っ
て
お
り
、
球
磨
川
氾

濫
が
な
く
て
も
、
支
流
や
谷
か
ら
の
内

水
氾
濫
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
土

地
は
な
ん
と
し
て
も
面
的
な
か
さ
上
げ

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
人
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
人
を
呼
び
込
む
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

松
谷
村
長　

面
的
か
さ
上
げ
は
、
国
、

県
に
要
望
を
し
て
来
た
、
今
後
も
し
っ

か
り
要
望
し
て
い
く
。

※
建
設
型
仮
設
住
宅
＝
県
が
運
動
公
園

な
ど
に
整
備
し
た
仮
設
住
宅

　
　
　
　
　

現
時
点
の
復
旧
状
況
を
考

え
る
と
き
に
、
仮
設
住
宅
入
居
期
限
に

つ
い
て
は
、
村
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
、
宅
地
造
成
完

了
後
は
、
仮
設
住
宅
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

松
谷
村
長　

供
用
期
間
は
、
工
事
の
進

捗
、
復
興
状
況
を
踏
ま
え
、
県
が
国
と

協
議
し
、
内
容
に
同
意
が
得
ら
れ
た
場

合
に
期
間
が
延
長
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

入
居
者
全
員
が
一
律
に
延
長
さ
れ
る
わ

け
で
な
く
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

に
限
り
延
長
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
被

災
者
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、
満
了
ま

で
に
再
建
で
き
な
い
世
帯
に
つ
い
て
延

長
の
手
続
き
を
進
め
た
い
。

　

木
造
仮
設
住
宅
に
関
し
て
は
、
設
置

者
で
あ
る
県
と
の
協
議
が
必
要
と
な
る

が
、
で
き
る
限
り
再
利
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

神
瀬
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

一 般 質 問

神
瀬
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
案
は

防
災
拠
点
整
備
、
住
ま
い
確
保
で

　
　
　
　
　
　

地
区
再
建
を
支
援
し
て
い
く

答 質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

東 　 純 一  議員

被災地に咲く花
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一 般 質 問

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
考
え
は

年
間
計
画
に
基
づ
き
各
教
科
や
行
事・訓
練
を
通
し
て
、

自
ら
行
動
で
き
る
取
組
を
学
習
し
て
い
る

答
　
　
　
　
　

村
内
の
球
磨
川
、
支
流
河

川
の
復
旧
状
況
と
、
復
興
に
向
け
た
こ

れ
か
ら
の
取
組
は
。

松
谷
村
長　

県
管
理
河
川
の
川
内
川
、
中

園
川
、
小
川
川
、
告
川
、
芋
川
、
庄
本
川
、

那
良
川
に
お
い
て
は
、
昨
年
よ
り
国
土
交

通
省
代
行
で
復
旧
工
事
に
着
手
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
数
十
ヶ
所
の
砂
防
、

治
山
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
早

期
に
完
了
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

三
ヶ
浦
地
区
の
千
津
、
大

無
田
、
那
良
、
松
谷
、
毎
床
地
区
の
農

業
用
水
路
の
復
旧
に
つ
い
て
要
望
書
が

出
て
い
る
か
と
思
う
が
、
現
在
の
５
地

区
の
状
況
は
。

上
蔀
建
設
課
長　

松
谷
、
毎
床
水
路
に

つ
い
て
は
、
入
札
を
行
っ
た
が
、
不
調

と
な
っ
た
。
千
津
地
区
に
つ
い
て
は
、

入
札
が
あ
り
着
工
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
水
路
に
つ
い
て
は
、
測
量
、
設
計
、

査
定
時
か
ら
の
詳
細
設
計
と
な
る
の
で
、

国
、
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

県
道
人
吉
水
俣
線
、
大
柿

か
ら
八
久
保
間
の
進
捗
状
況
は
。

上
蔀
建
設
課
長　

沖
鶴
橋
の
橋
梁
の
災

害
復
旧
に
伴
う
工
事
用
道
路
と
し
て
、

工
事
発
注
は
行
わ
れ
て
い
る
。
県
の
ほ

う
で
用
地
補
償
費
算
出
後
、
順
次
、
地

権
者
と
契
約
を
結
び
、
登
記
ま
で
行
う
。

　
　
　
　
　

人
吉
下
球
磨
消
防
議
会
で
、

西
分
署
の
改
築
が
現
在
地
に
建
て
替
え

る
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
西
分
署
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
。

松
谷
村
長　

具
体
的
な
庁
舎
の
設
計
、

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
消
防
議
会
で
示
さ
れ
る
と
思
う

が
、
計
画
で
は
令
和
４
年
度
に
着
工
、

完
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
新
庁
舎
建
設
に
係

る
財
源
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

農
業
再
生
と
い
う
点
で
復

興
計
画
の
中
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
と
だ
が
、
機
械
、
機
器
が
高
額
で

あ
る
た
め
導
入
に
は
大
き
な
経
営
判
断

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
各
農
家
ご

と
の
実
情
に
寄
り
添
っ
た
プ
ラ
ン
は
な

い
も
の
か
。

犬
童
産
業
振
興
課
長　

現
在
、
国
、
農

林
水
産
省
で
、
補
助
事
業
を
創
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
事
業
の
採
択
に
は
成
果

の
目
標
等
必
要
と
な
る
が
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
の
考
え
は
。

森
教
育
長　

防
災
教
育
の
年
間
計

画
に
基
づ
き
各
教
科
や
行
事
、
訓
練

等
を
通
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認
や

災
害
時
に
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、

行
動
で
き
る
態
度
も
身
に
つ
け
る

取
組
を
学
習
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

水
の
大
切
さ
と
水
の

怖
さ
に
つ
い
て
の
教
育
は
。

森
教
育
長　

球
磨
村
の
子
供
達
は
、

自
然
の
中
で
自
然
と
共
存
、
共
生
し
て

き
た
。
学
校
で
も
川
、
水
は
怖
い
も
の

だ
と
い
う
意
識
で
は
な
く
、
緑
豊
か
な

自
然
と
清
流
球
磨
川
、
自
然
の
豊
か
さ
、

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
今
後
も
学
習
、

体
験
を
通
し
て
教
え
て
行
く
。

　
　
　
　
　

大
が
か
り
な
防
災
訓
練
も

球
磨
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
が
、

村
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
考

え
は
。

松
谷
村
長　

災
害
の
教
訓
を
今
後
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。

犬 童 　 勝 則  議員

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

熱心に防災の説明を聞く児童（防災教育 )
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一 般 質 問

災
害
リ
ス
ク
の
あ
る
場
所
か
ら
、

塚
の
丸
移
転
は
考
え
な
か
っ
た
の
か

用
地
買
収
を
必
要
と
し
な
い

　
　
　
　
　
　

公
有
地
を
最
優
先
と
し
た

答

い
な
い
。

　
　
　
　
　

災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
時
点
で
、
塚
の
丸
の
ほ
う

に
移
転
し
よ
う
と
の
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

門
﨑
副
村
長　

用
地
買
収
の
時
間
を
必

要
と
し
な
い
公
有
地
で
、
災
害
の
な
い

と
こ
ろ
を
最
優
先
的
に
検
討
し
た
。

　
　
　
　
　

塚
の
丸
は
造
成
に
時
間
が

か
か
り
、
全
部
終
わ
る
ま
で
に
は
遅
れ

て
し
ま
う
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
５
階
建

て
の
ス
ペ
ー
ス
だ
け
を
１
期
工
事
、
２

期
工
事
と
し
て
い
け
ば
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
論
議
さ
れ
た
の
か
。

　

災
害
公
営
住
宅
は
、
公
有
地
、
村
有

地
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
の
か
、
規
制

や
縛
り
が
あ
る
の
か
。

門
﨑
副
村
長　

水
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
は
ど
う
す
る
の
か
、
時
間
が
か
か

ら
な
い
効
率
的
な
も
の
も
、
勘
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

一
勝
地
の
住
宅
予
定
地
は

L2
※
、
渡
も
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
と
も
に

災
害
リ
ス
ク
ゾ
ー
ン
で
あ
り
安
心
な
住

宅
と
い
え
る
の
か
。

門
﨑
副
村
長　

両
方
と
も
完
全
に
安
全

が
担
保
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い

が
、
安
心
な
住
宅
と
い
う
こ
と
を
建
物

の
構
造
で
カ
バ
ー
で
き
る
視
点
で
募
集

要
項
に
掲
げ
た
。

　
　
　
　
　

渡
の
遊
具
施
設
ゾ
ー
ン
は

狭
く
災
害
リ
ス
ク
が
あ
り
、
容
認
で
き

な
い
。
反
対
で
あ
る
。

　

山
口
塚
の
丸
を
創
造
的
復
興
を
入
れ
た

宅
地
造
成
と
し
な
が
ら
塚
の
丸
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
み
た
い
な
構
想
は
な
い
の
か
。

松
谷
村
長　

創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ

た
と
き
、
変
化
し
た
球
磨
村
に
な
る
。

新
た
な
居
住
の
場
所
と
し
て
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
後

の
補
助
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

家
賃
低
減
化
事

業
が
あ
り
、
一
般
住
宅
よ
り
家
賃
を
低

く
設
定
し
、
差
額
を
助
成
す
る
。
近
傍

同
種
の
家
賃
を
10
万
円
と
し
、
住
宅
入

居
の
家
賃
を
２
万
円
と
し
た
場
合
、
60

戸
入
居
で
10
年
で
５
億
円
補
助
が
村
に

入
る
試
算
と
な
る
。
用
地
取
得
を
伴
わ

な
い
建
設
買
取
が
10
年
、
用
地
取
得
を

伴
う
建
設
買
取
が
20
年
の
助
成
期
間
と

な
る
。

※
L2
＝
令
和
２
年
度
版
防
災
マ
ッ
プ

に
示
さ
れ
た
最
大
浸
水
想
定
区
域

（
１
０
０
０
年
に
１
度
、
１
０
０
０
分

の
１
の
確
率
）

　
　
　
　
　

渡
、
山
口
塚
の
丸
の
造
成

計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

松
谷
村
長　

現
在
測
量
前
の
打
ち
合
わ
せ

が
終
わ
り
、
測
量
を
行
っ
て
い
る
段
階
。

　
　
　
　
　

塚
の
丸
は
い
つ
か
ら
造
成

に
入
る
の
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

早
け
れ
ば
来
年

度
か
ら
着
工
で
き
る
。

　
　
　
　
　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
、
10
月
６
日
の
現
地
説
明
で
、

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
が

あ
り
、
５
階
か
ら
７
階
建
て
と
変
更
の

説
明
が
あ
り
初
め
て
知
っ
た
。
８
月
20

日
に
国
交
省
と
の
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
対
応
が
さ
れ
た
が
、
議
会
に
説
明

が
さ
れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

５
階
建
て
と
表

現
し
た
の
は
「
さ
く
ら
ド
ー
ム
」
周
辺

で
建
設
す
る
折
に
、
５
階
建
て
ぐ
ら
い

で
何
棟
か
建
て
た
い
と
説
明
し
た
。
そ

の
後
は
何
階
建
て
と
い
う
表
現
は
し
て

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

嶽 本 　 孝 司  議員

災害公営住宅建設予定地の遊具広場
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一 般 質 問

災
害
公
営
住
宅
は
な
ぜ
７
階
建
て
か

限
ら
れ
た
敷
地
で
は
階
数
を
増
や
す
し
か
な
い

答
　
　
　
　
　

住
民
へ
は
５
階
立
て
、
７

階
建
て
と
は
1
回
も
説
明
は
な
く
、
７

階
建
て
に
な
っ
た
の
は

松
谷
村
長　

入
居
希
望
者
の
仮
申
し
込

の
調
査
に
よ
り
、
整
備
戸
数
も
変
動
す

る
こ
と
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

限
ら
れ
た
敷
地
内
で
は
階
数
を
増
や
し

て
い
く
し
か
な
い
。
ま
た
、
建
設
地
は

横
が
取
れ
な
く
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
な

ど
の
関
係
で
１
階
部
分
が
居
住
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
上
の
方
に
階
数
を

増
や
し
、
７
階
建
て
と
決
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

議
会
は
現
地
視
察
で
７
階

建
て
と
説
明
を
受
け
た
だ
け
で
、「
同
意
」

し
た
と
思
い
７
階
建
て
と
決
め
た
の
は

あ
ま
り
に
議
会
を
軽
視
し
て
い
な
い
か
。

松
谷
村
長　

視
察
の
時
、
７
階
建
て
と

説
明
を
受
け
ら
れ
、
一
定
の
ご
理
解
を

得
た
の
だ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
感
覚
を

持
っ
て
い
た
。
同
意
と
い
う
言
葉
に
対

し
て
は
、
私
個
人
の
勘
違
い
で
適
切
な

言
葉
で
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
。

　
　
　
　
　

峯
地
区
の
埋
立
地
は
、
分

譲
地
・
宅
地
分
譲
地
と
は
考
え
て
い
な

い
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

災
害
堆
積
土
砂

の
仮
置
場
と
な
っ
て
い
て
、
将
来
を
見

据
え
治
水
事
業
後
に
は
堤
防
の
高
さ
で

か
さ
上
げ
を
実
施
予
定
で
あ
り
、
治
水

事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　

高
校
生
の
通
学
手
段
に
つ

い
て
、
６
月
定
例
会
で
要
望
書
を
可
決

し
た
意
見
書
の
対
応
は
。

松
谷
村
長　

現
在
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
代
わ
り
に
Ｊ
Ｒ
の
代
替
タ
ク
シ
ー
が

一
勝
地
駅
か
ら
人
吉
駅
ま
で
運
行
し
て

い
る
が
、
利
用
者
が
非
常
に
少
な
い
た

め
、
広
報
等
で
周
知
を
行
い
利
用
促
進

を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

現
在
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
が
止
ま
っ
て
い
る
中
、
保
護
者
・

家
族
の
方
々
が
送
迎
さ
れ
て
い
て
、
ガ

ソ
リ
ン
の
高
騰
に
よ
り
家
計
に
影
響
が

出
て
い
る
が
何
か
援
助
は
な
い
の
か
。

松
谷
村
長　

村
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
の
代
替

タ
ク
シ
ー
を
引
き
続
き
考
え
て
い
る
。

水
上
村
が
高
校
生
に
引
き
続
き
金
を
出

し
て
い
る
事
を
聞
き
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

を
考
え
３
月
ま
で
に
考
え
を
示
し
た
い
。

　
　
　
　
　

雨
が
少
な
い
時
期
に
最
大

限
の
河
床
掘
削
を
要
望
し
た
い
が
。

松
谷
村
長　

村
内
の
掘
削
場
所
と
し
て
、

川
内
川
の
合
流
点
、
蔀
地
区
、
中
園
川

の
合
流
点
、
相
良
橋
の
上
流
で
行
わ
れ
、

現
在
、
馬
場
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
。
村

と
し
て
河
床
掘
削
の
要
望
は
も
と
よ
り
、

掘
削
土
の
仮
置
場
や
廃
土
箇
所
の
確
保

等
で
連
携
協
力
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

金
子
総
務
大
臣
に
な
ら
れ

て
の
陳
情
は
。

松
谷
村
長　

金
子
恭
之
総
務
大
臣
が
就

任
さ
れ
た
機
会
を
と
ら
え
、
11
月
上
旬

に
球
磨
郡
町
村
会
一
体
と
な
っ
て
復
興

に
向
け
た
力
強
い
支
援
に
つ
い
て
要
望

を
行
っ
て
来
た
。
ま
た
、
渡
小
学
校
や

球
磨
村
が
抱
え
る
具
体
的
な
課
題
項
目

を
取
り
上
げ
、
今
後
も
引
き
継
ぎ
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

か
わ
せ
み
会
は
再
会
で
き

る
の
か
。

松
谷
村
長　

か
わ
せ
み
会
は
村
の
応
援

団
で
も
あ
り
、
豪
雨
災
害
後
、
４
箇
所

の
か
わ
せ
み
会
の
皆
様
か
ら
御
支
援
を

い
た
だ
い
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
出
向

い
て
挨
拶
等
を
し
た
い
が
、
今
の
コ
ロ

ナ
禍
を
慎
重
に
見
極
め
た
上
で
開
催
に

向
け
協
議
し
て
い
く
。

板 﨑 　 壽 一  議員

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

渡地区災害公営住宅イメージ図
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舟 戸 　 治 生  議員

一 般 質 問

安
全
な
宅
地
の
確
保
は

地
域
別
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
将
来
を
見
据
え
た

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
骨
子
案
を
作
成
し
て
い
る

答

な
が
ら
、
定
期
点
検
や
実
際
に
修
繕
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

災
害
公
営
住
宅
整
備
に
お

け
る
避
難
路
に
つ
い
て
の
答
え
は
。

松
谷
村
長　

渡
地
区
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
考
え
方
と
し
て
、
将
来
を

見
据
え
、
学
校
施
設
や
高
齢
者
福
祉
施

設
、
防
災
施
設
等
の
集
約
や
、
居
住
エ

リ
ア
と
接
続
を
考
慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
住

ま
い
の
再
建
策
と
併
せ
て
運
動
公
園
と

峯
地
区
を
、
ま
た
、
総
合
運
動
公
園
と

山
口
塚
の
丸
居
住
エ
リ
ア
を
結
ぶ
避
難

路
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

の
説
明
を
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

住
民
の
生
命
等

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
居
住
に

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
内
に

あ
る
住
居
の
集
団
的
移
転
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
市
町
村
が

行
う
住
宅
団
地
の
整
備
等
に
対
し
て
、

事
業
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の
。

　
　
　
　
　

被
災
者
に
寄
り
添
う
住
ま

い
の
再
建
は
。

松
谷
村
長　

住
宅
ロ
ー
ン
の
相
談
に
つ

い
て
は
、
今
年
３
日
か
ら
月
１
回
、
運

動
公
園
さ
く
ら
ド
ー
ム
み
ん
な
の
家
に

お
い
て
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
相
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

消
防
団
の
装
備
の
改
善
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

消
防
団
幹
部
会
に
お
い
て

要
望
が
あ
り
、
村
と
し
て
も
、
消
防
団

活
動
維
持
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
計

画
的
に
配
備
を
行
う
。

　
　
　
　
　

学
校
再
開
に
向
け
て
の
子

供
達
の
状
況
確
認
、
教
室
の
確
保
、
通

学
路
の
安
全
確
認
等
、
教
育
現
場
で
の

対
応
は
。

森
教
育
長　

児
童
生
徒
の
被
災
状
況
や

災
害
後
の
生
活
拠
点
に
つ
い
て
は
、
災

害
発
生
直
後
か
ら
担
任
を
中
心
に
避
難

所
等
の
訪
問
、
ま
た
は
電
話
連
絡
等
に

よ
り
、
常
に
居
場
所
や
健
康
状
態
は
把

握
し
て
い
た
。
教
室
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
一
勝
地
小
学
校
に
応
急
的
な
仮
設

教
室
を
設
置
し
、
不
足
す
る
分
は
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
や
特
別
教
室
を
利
用
し
て
教

室
化
を
図
っ
た
。
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
通
学
路
と
な
る
路
線
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
が
実
際
に
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
走
り
、
安
全
性
を
確
か
め
、

路
線
を
確
保
し
た
。

　
　
　
　
　

安
全
な
宅
地
の
確
保
と
い

う
点
で
、
地
域
別
に
候
補
が
掲
げ
ら
れ

た
。
移
転
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

松
谷
村
長　

渡
、
一
勝
地
、
神
瀬
に
お

い
て
地
域
別
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
将

来
を
見
据
え
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

骨
子
案
を
作
成
し
て
い
る
。

　

12
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
対
象
世

帯
４
０
８
世
帯
の
う
ち
回
答
が
３
６
７

世
帯
で
、
住
ま
い
の
再
建
見
込
み
が
立
っ

て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
方
が
１
９
５
世

帯
、
こ
れ
か
ら
再
建
す
る
と
回
答
さ
れ

た
方
が
１
７
２
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

定
期
点
検
等
に
よ
り
確
認

さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
道
路
施
設
、
橋

梁
、
道
路
附
属
物
、
舗
装
の
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

上
蔀
建
設
課
長　

年
度
ご
と
の
工
事
修

繕
費
用
の
フ
ラ
ッ
ト
化
等
を
検
討
し
て
、

国
庫
補
助
事
業
や
起
債
事
業
を
活
用
し

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

運動公園から山口塚の丸を結ぶ避難路の検討（右奥が宅地造成地）
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小 川 　 俊 治  議員

一 般 質 問

「
ダ
ム
は
必
要
」と
し
た
当
時
と

変
わ
り
は
な
い
か

気
持
ち
は
全
く
変
わ
ら
な
い

答
　
　
　
　
　

球
磨
川
水
系
緊
急
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
治
水
対
策
に
つ

い
て
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

松
谷
村
長　

住
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
こ
と
と
、
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
国
、
県
、
流
域
市
町
村

と
連
携
し
進
め
る
。
地
域
住
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
必
要
に
応

じ
て
説
明
会
や
広
報
を
行
う
。

　
　
　
　
　

災
害
を
受
け
た
地
域
に
つ

い
て
国
の
事
業
な
り
補
助
金
が
出
る
事

業
に
つ
い
て
、
L2
レ
ベ
ル
以
外
し
か
認

め
ら
れ
な
い
の
か
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

災
害
公
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
L2
を
想
定
し
て
考
え
て

も
ら
い
た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
た
だ

適
地
が
な
く
、
既
存
集
落
等
の
生
活
拠

点
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
国
交
省
と
の
協
議
が
必
要
。

　
　
　
　
　

今
後
、
村
が
必
要
と
す
る

場
合
、
個
別
協
議
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
確
認
で
き
る
か
。

松
谷
村
長　

一
王
子
団
地
跡
地
と
か
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
場

合
に
安
全
な
場
所
と
考
え
ら
れ
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　

ダ
ム
建
設
を
含
む
治
水
対

策
が
方
向
性
を
確
認
で
き
な
い
中
で
は

堤
防
高
※
は
決
ま
ら
な
い
。
あ
と
何
年

か
か
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

次
に
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策

の
検
証
が
水
害
後
行
わ
れ
た
が
村
長
の

感
想
は
。

松
谷
村
長　

ダ
ム
と
匹
敵
す
る
よ
う
な

災
害
を
予
防
す
る
効
果
は
み
ら
れ
な
い

感
覚
で
あ
り
、
そ
う
い
う
場
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

10
年
前
に
決
め
た
ダ
ム
に

よ
ら
な
い
治
水
対
策
。
こ
の
10
年
ほ
と

ん
ど
な
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
が
ど
う
考

え
る
か
。

松
体
村
長　

議
論
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う

が
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　

河
道
掘
削
は
で
き
た
は
ず
。

神
経
を
使
い
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
国
、
県
に

強
く
求
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

７
月
の
災
害
を
受
け
、
８
月
の
第
１

回
検
証
委
員
会
の
直
後
、
村
長
は
「
ダ

ム
は
必
要
」　

と
表
明
さ
れ
た
が
、
当
時

と
今
日
に
考
え
は
変
わ
り
な
い
か
伺
う
。

松
谷
村
長　

報
道
が
出
る
前
の
首
長
会

議
で
こ
れ
か
ら
ダ
ム
建
設
を
推
進
し
て

い
こ
う
と
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
、
政
治
家
と
し
て
表
明
し
た
。
そ
の

気
持
ち
は
全
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

ダ
ム
促
進
協
議
会
の
中
で

は
ダ
ム
を
容
認
し
た
も
の
で
は
な
い
と

の
姿
勢
の
首
長
も
あ
る
が
、
促
進
協
内

で
の
議
論
は
ど
う
な
の
か
。

松
谷
村
長　

促
進
協
で
は
み
ん
な
で
決

め
た
。
そ
の
後
、方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
　
　
　
　

流
水
型
ダ
ム
で
も
水
を
汚

す
危
険
性
が
あ
り
、
水
、
景
観
な
ど
環

境
面
で
の
不
安
が
指
摘
さ
れ
る
が
。

松
谷
村
長　

私
の
知
る
範
囲
で
は
、
流

水
型
ダ
ム
は
自
然
と
清
流
と
住
民
の
命

を
守
り
、
で
き
る
限
り
環
境
に
配
慮
し

た
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　

住
民
の
足
を
守
る
取
り
組

み
と
し
て
、
く
ま
川
鉄
道
の
渡
ま
で
の

延
長
の
考
え
は
。

松
谷
慎
重　

多
く
の
方
か
ら
意
見
も
あ

り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
堤
防
高
＝
河
川
基
本
方
針
に
基
づ
く

治
水
対
策
の
堤
防
高

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

エメラルドグリーンの球磨川
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髙 澤 　 康 成  議員

一 般 質 問

創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
何
か

村
民
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
だ

答

　
　
　
　
　

村
長
は
こ
れ
ま
で
、
治
水

対
策
後
水
位
を
念
頭
と
し
た
早
期
宅
地

か
さ
上
げ
対
策
に
加
え
、
さ
ら
な
る
か

さ
上
げ
等
を
求
め
る
声
が
あ
る
中
に
、

ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
、
共
済
加
入
等
々

と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
の
求
め

る
本
質
的
な
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
に
思
う
。

松
谷
村
長　

村
長
就
任
に
あ
た
り
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
と
、
所
得
向
上
を
公

約
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
。
今
回
の
災
害

を
受
け
、
復
興
を
目
指
す
中
で
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
皆
様
か
ら

様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
が
、
切

実
な
声
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
に
、
歯

が
ゆ
さ
と
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

災
害
公
営
住
宅
建
設
に
も

議
会
も
反
対
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。

建
設
後
は
村
が
運
営
し
て
い
く
中
で
、

建
物
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
高
め

住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
た
め
に
も
、
シ
ン
ボ
ル
的
な

建
物
に
し
た
い
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

特
に
若
い
世
代
の
流
出
を
真
剣

に
考
え
、
言
葉
で
発
信
し
な
け
れ

ば
村
の
衰
退
に
直
結
を
す
る
。

　

村
長
自
ら
夢
を
語
り
、
そ
れ
を

具
現
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
住

民
が
期
待
し
て
い
る
と
思
う
。
夢

を
語
ら
ず
し
て
魅
力
あ
る
村
づ
く

り
は
実
現
し
な
い
。

　

い
ず
れ
村
民
の
心
を
動
か
し
、

住
民
参
加
型
の
村
づ
く
り
が
実
現
す
る

の
で
は
な
い
か
。
創
造
的
復
興
を
成
し

遂
げ
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

松
谷
村
長　

村
民
の
生
活
再
建
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
、
村
民
皆
様
の
球
磨
村
復
興

の
思
い
に
寄
り
添
い
具
現
化
し
て
い
く
。

創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

空
き
地
活
用
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
土
地
を
今
後
、
有
効
活
用
し
、

特
色
あ
る
村
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
が

重
要
と
考
え
る
。
活
用
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

松
谷
村
長　

村
管
理
施
設
も
多
く
被
災

し
、
解
体
工
事
を
進
め
て
い
る
。
空
き

地
活
用
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
特
色

や
、
復
興
に
資
す
る
利
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら

１
年
５
ヵ
月
が
過
ぎ
、
復
旧
が
加
速
し
て

き
た
気
が
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

原
形
復
旧
本
工
事
が
終
え
た
場
所
で
崩

落
す
る
箇
所
も
存
在
し
、
復
旧
が
不
適

当
な
場
合
や
困
難
な
場
合
、
質
的
な
改

良
を
加
え
た
復
旧
の
捉
え
方
に
よ
る
復

旧
も
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
農
地
、
農
業

用
施
設
の
迅
速
か
つ
適
切
な
復
旧
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。
住
民
の
不
安
を
安
心

に
変
え
、
失
望
を
期
待
に
変
え
て
い
く

た
め
に
、
目
に
見
え
た
成
果
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
一
丸
と
な
り
、
復
旧
に
邁
進
し

て
き
た
。
一
歩
ず
つ
復
旧
の
歩
み
を
進

め
て
い
る
。
円
滑
な
発
注
に
つ
な
が
る

工
夫
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
生
活
再

建
の
観
点
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

復興の中心となる運動公園一帯

13 くまむら議会だより　No.104　2022.2.10



14くまむら議会だより　No.104　2022.2.10

看護師２年目も頑張ります
野々原麗菜

自立する
水篠　鈴

しっかりとした大人になる
犬童　愛里

幸せになる。自立する
野々原ゆりの

就活頑張ります
中井　知未

無事に成人式を迎えられたのは地域
の方々や周囲の方々に支えられてい
ただいたからです。今後は恩返しで
きるよう精進してまいります。

丸山はるか

努力する年
糸原　樹哉

友達の近況を聞き、すごく刺激を受けま
した。今後は、自分らしく頑張りたいで
す。成人式を開催いただきありがとうご
ざいました。

竹下　美咲

多くの感謝を忘れず
に、いつでもどこでも
頑張ります

毎床　彰啓

県職員として、熊本県のた
めに頑張ります

西　歩香 日々感謝を忘れず仕事を
頑張ります

上原　琉雅

就活と卒論頑張ります
中井　真未

延期されたことにもかかわらず、成人式
を計画、開いていただきありがとうござ
います。とてもワクワクする式典でした。
これからもよろしくお願いします。

髙澤　華梨

今まで育ててくれた家族に感謝しながら
夢に向かって多くのことに取り組んでい
きたいです。

大岩優希菜

いただきました

成人式おめでとうございます成人式おめでとうございます令和３年令和３年
１年延期となりましたが
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社会人として新たな世界の
ことをいろいろ吸収したい

髙沢　威瑠

20歳という節目に成人式を行
えたこととてもうれしく思いま
す。大人としてのこれからの人
生を彩やかなものにしたいと思
います。

松浦　伊織

皆さんに会えて
良かった

浦野　雄飛

皆にあえて良かった。地
方サイコー

伊髙千菜美

コロナの中、開催してい
ただき、大変うれしかっ
たです。お金持ちになる

馬場　未來

教育者として、責任と自覚を持
ち、子供たちに何か残し与えら
れる存在になりたいです。

永山日向子

イベントプランナー
として球磨村に貢献
したい

清藤　誉
皆さんと会えて良かったです。
今日は私たちのために立派な成
人式をもうけていただきありが
とうございました。

福山　優歌

また球磨村に戻ってこられ
たら良いなと思いました。

匿名

将来にむかって
がんばります

匿名

ありがとう
　坂本　真宥

新成人としてこれから頑
張っていきたいと思います

水篠　楓華
久しぶりにお世話に
なった先生や、友達に
会えて嬉しかったです。
みんなががんばってい
るの聞いて自分も頑張
ろうと思いました。み
んなまたあつまろう

毎床　知紗

自分の目標を見つけよう
と改めて感じた

板﨑　太樹

社会人として、一人
の大人としての責任
を果たせるように頑
張ります

椎屋　夏樹

本日はありがとうご
ざいました。

谷口　育海

市民を助けるヒー
ローになります

澤見悠太朗

学位をとる
岩本　颯真

楽しかった
松永　倫佳

成人としての自覚を持
ち、これからも学び続け
ていきたい

山口　由起

皆と会えて良かった
中村　優里

このような機会を設けてい
ただきありがとうございま
した。旧友と話したことで
とても刺激になり、これか
らも精進していこうと改め
て思いました

小川　真優

成人式おめでとうございます成人式おめでとうございます
成人者の豊富を　

令和４年令和４年
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■球磨村世帯数：1,349世帯　■人口：3,203人　男：1,534人　女：1,669人（令和4年2月１日現在）

　１月10日、渡小川地区で小正月
恒例のカジ（こうぞう）の皮むきと
しゅんなめじょ作りが行われた。農
家の収入源として、また、五穀豊穣
を願う行事として行われてきた。
　和紙（カジ紙）の原料となるカジ
を山江と錦から前日取り寄せ、茹で
釜入れの準備、10日の午前５時に
火入れし、８時半に釜上げし皮むき

が始まる。皮むきが終わり、皮をむいたカジがらとカジ紙で男・女の人形と４色の餅で飾り付け、
俵に刺し完成させた。
　時代とともに共同釜は消えていったが、平成11年に小川地区は復活させた。伝統行事を通し、
住民の交流と継承を願い地元渡小学校との交流も続けているが、本年はコロナの感染拡大のな
か、小学校児童の参加はなく交流は中止となった。

今年の
小川地区しゅんなめじょ

今年の豊作を祈る
小川地区しゅんなめじょ
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次回は、３月定例議会
12月定例議会の傍聴人数は延べ 16人でした。

日時は防災無線で放送いたします。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、傍聴者も手指の消毒と
　マスクの着用、傍聴席の座席を１つ空けて着席をお願いしました。


